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はじめに1 .
　下水道管路の維持管理は，ストックマネジメント計
画に沿って多くの自治体が布設後約50年以上経過し
た管路調査を行うことが実施計画される時代となりま
した。PDCAサイクルに基づき，ストックマネジメ
ント計画を実施し，普段私たちの目に見えない下水道
管路の保全をしていくことは今まで以上に必要となっ
てきています。そのような時代の流れの中，これまで
実施されてきた維持管理への取り組み方は各自治体に
より様々で，定期的な清掃や調査を行える体制を整え
ている自治体，これまで布設年度の関係で調査等もあ
まり実施しておらず，清掃等も必要に応じた際に行っ
ている自治体など維持管理のアプローチは千差万別で
す。そのような現状において，TVカメラ作業時前，
日々の維持管理業務のメインとなるの業務が，管路の

「洗浄」と「清掃」です。

管路調査作業に必要な
管路の洗浄と清掃について2 .

　維持管理を常日頃から主戦場としている方々にとっ
ては「洗浄」と「清掃」の言葉の定義の違いは理解さ
れていると思いますが，あまり馴染みのない方もい
らっしゃると思いますので，簡単に定義の違いを説明
します。

　（公社）日本下水道協会発行の「下水道施設維持管理
積算要領-管路施設編-資料」には「洗浄」とは「カメ
ラ調査直前に調査の精度を高めるもので，吸泥車は使
用しない」となっており，「清掃」とは，「吸泥車及び
給水車とのセットを標準とし，土砂等をマンホールに
集め，これを吸泥車で吸い上げる作業」と明示されて
います。使用する機材や作業人員の構成も大きく異な
ります。このように「洗浄」作業と「清掃」作業では
大きな違いがあり，管路内の維持管理を効率よく行っ
ていくためには，管路状況や目的によって使用するノ
ズルを変更する必要があります。

ノズルへのアプローチ3 .
3−1　USBDussen社のノズルと扱い方
　USBDussen社（以下USB社）は，ドイツの老舗ノ
ズルメーカーとして30年以上の歴史があり，様々な
ノズルのデザイン，管内調査用カメラメーカーとタイ
アップしてノズルを開発するなどドイツ国内では認知
度の高い会社です。弊社では数年前から使用を始め，
現在では日本国内への販売等をサポートしています。
　USB社はドイツやスイスなどの老舗メーカーと同
様に様々なノズルを製作しており，その数は40種類
以上に及びます。それぞれを状況や目的よって使い分
けることで，作業全体として効率の改善につながるよ
う考えられています。

下水道管路の洗浄と清掃作業で使用される
ノズルの役割と種類
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